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令和３年度安芸高田市社会福祉協議会 事業計画
　私たちを取り巻く環境は、様々な困りごとや心配ごと、新型コロナウイルス感染

症などにより、複雑で多岐にわたって深刻になっていくばかりです。

　このような中で、４月より、広島県、安芸高田市、県社協と一緒になって地域共

生社会の実現を目指した取り組みを行ないます。

　更に６町に地域福祉会議を設置し、「ともに支えあい、心豊かに」するための施策

を推進してまいります。

重　点　施　策

１．新型コロナウイルス感染症対策(事業継続の強化)
　感染症マニュアルの活用を徹底し、利用者と直接触れ合う機会を減らすゾーン

規制など、感染予防対策を行ない、コロナ禍における事業所の継続運営を強化し

ます。

２．地域福祉と在宅福祉の融合(地域共生社会づくりの強化)
１）地域福祉会議を設置し、地域の社会資源を共有し、関係機関との連携を図りな

がら、地域の見守り、支え合い活動の推進や活動の場づくり、包括的な相談支

援体制づくりを行ないます。

２）相談窓口の充実支援の位置づけとして、「断らない相談支援」を目指して、どん

な相談でも受け止める相談窓口を強化します。

３）地域包括支援センターの各支所のブランチ（相談受付拠点）機能の強化により、

相談窓口の多角化を目指します。地域の相談窓口の開設支援を図ります。

４）介護保険事業の安定経営のため、新型コロナウイルス感染症、災害等の状況に

あっても、地域や利用者へ安定したサービスが行なえるよう、継続した業務を

計画し、運営していきます。また、適正なシフト配置や職員の教育指導体制を

とるため、管理者の役割強化を行ない、支援に必要な資格を取得できるよう職

員のスキルアップと資格取得の仕組みをつくります。

３．福祉の開拓者として(組織と財政基盤の強化)
　事務組織を強化し、情報化を図りながら財源確保に向けた取り組みを行ないます。

法令遵守により、利用者の皆様に対して安心してご利用いただける事業運営を展開し

てまいります。
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令和3年度資金収支予算

令和3年度　安芸高田市共同募金委員会

１）自主財源の確保
市民の皆さまに社協事業への賛同、理解を深めていただき、会費、寄附金等の財源確保
に努めます。また、自主財源の長期的な運用・管理を行ない、財政基盤の強化を図ります。
介護保険事業においては、利用者のニーズに対応することで、安定した財源確保を目
指します。  
２）公的財源の確保
地域に密着した事業推進を行なう中で、行政と協議を重ね、社協の専門性を活かし財
源確保に努めます。

～事　業　計　画～

　市共同募金委員会では、共同募金のメインテーマである「じぶんの町を良くするし
くみ。」を実現するため、地域住民の主体的参加のもと、募金を活用した地域福祉事
業や、地域助成配分による地域活動等の推進に取り組んでまいります。

　令和２年度の戸別募金をはじめ、皆さまから寄
せられました募金総額5,130千円は、広島県共同
募金会に一旦全額送金し、令和３年度に市共同
募金委員会へ約６割の3,224千円が配分され、市
社協が実施する地域福祉事業に活用されます。

収入� （単位：千円）

費　　　目 金　　額
会費収入 4,460
寄附金収入 7,050
経常経費補助金収入 65,417
受託金収入 85,322
事業収入 9,640
負担金収入 60
介護保険事業収入 195,819
障がい福祉サービス等事業収入 13,323
その他の収入 844
その他の活動による収入 33,834
前期末支払資金残高 115,040

合　　　計 530,809

� （単位：千円）

収　　　入

共同募金 5,290

募金事務費収入 330

義援金収入 2

受取利息配分金収入 1

合　　　計 5,623

支　　　出

送納金 5,293

事務費支出 330

合　　計 5,623 

� （単位：千円）

運営事業 87
地域助成事業 100
地域福祉交流推進基金事業 670
ボランティア活動事業 30
ふれあいサロン事業 872
配食サービス事業 265
小地域のお茶の間サロン事業 670
認知症カフェ事業 200
ほほえみネット事業 330

合　　　　計 3,224

支出� （単位：千円）

費　　　目 金　　額 
社会福祉事業 445,979 

法人運営事業 102,785 
地域福祉事業 56,290 
貸付事業 6,293 
本所事業所（介護保険） 50,196 
吉田事業所（介護保険） 53,439 
甲田事業所（介護保険） 176,976 

公益事業 84,830 
施設管理事業 14,389 
地域包括支援事業 70,441 

合　　　計 530,809 

～会　計　予　算～ ～令和３年度　共同募金配分金の使いみち～
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　地域の困りごとを解決するた

め、広島県、安芸高田市、県社協、

市社協の専門職や関係機関が連携

をとることになりました。

　今年度は小学校区の中からモデ

ル地区を選び、その地域の問題を

みつけ、地域にあった解決方法を

考えていきます。そのためには地

域の皆さんからの声が大事です。

　令和元年度より吉田、八千代、美土里の３町

がスタートした地域福祉会議ですが、本年度よ

りいよいよ全町で取り組みが始まります。

　それに先駆けて３月24日、６町の代表者が

集まり意見交換会を行ないました。

　それぞれの町が抱える困りごとはそれぞれ違

います。地域に住む皆さんのお力添えをいただ

きながら、地域福祉会議を通じて、より暮らし

やすいまちづくりを目指してまいりますので、

ご協力をよろしくお願いいたします。

※地域共生推進事業の目的は、地域の多様な主体が協働した活動組織による地域課題の共

有・解決を図る「新たなコミュニティ」形成を実施し、持続可能な支援体制・仕組みの構

築に取り組むことを目的とする。

地域ぐるみで、まちぐるみで、支えあい助けあう仕組みづくりを目指して

４者協議の様子

意見交換の様子

地域共生推進事業地域共生推進事業

地域福祉会議地域福祉会議

広島県安芸高田市八千代町下根578
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社会福祉協議会は、地域のサロン活動を応援しています！
　自宅に閉じこもり気味だったり、ご近所の方とのお付き合いがなかったり、最近地域でいつのま

にか「孤立している・・・」という人の話を耳にするようになりました。

　「小地域のお茶の間サロン」「ふれあいサロン」は、顔なじみの輪を広げ、そこに住む人々がつな

がることができる「居場所」がもてる、そんな地域づくりを目指す活動です。

　介護の担い手が減少していく中で、より

多くの人材を確保するために、「介護の魅

力の発信」や、「介護労働のイメージを変

えていく」取り組みを協議会の中で関係機

関と共に行なっていきます。

　令和元年度から始まり、延べ28名が受

講された介護職員初任者研修を本年度も開

催し、引き続き様々な機関と協力して、研

修などを開催していきたいと思います。興

味を持たれた方は、気軽にお問い合わせく

ださい。

笑顔の花咲くまちづくりを目指して

ほととぎすサロン（美土里町）
りあん吉田

≪本年度の取り組み≫

小地域のお茶の間サロ

ンの立ち上げに向け、

「吉田町郷野地域」「美

土里町生桑地域」の支援

を行なっていきます。

＊ふれあいサロンとは
　歩いて集える集会所を主な拠点とし

て、住民の皆さんが自主的に運営され、

お茶を飲んだり、ゲームや、おしゃべり

などをされ、お互いの見守りにつながっ

ています。

＊小地域のお茶の間サロンとは
　小学校区域ごとに拠点を設け、ふれあいサロンの代

表者や地域の世話人の方が定期的に開催しています。

住民の方が気軽に集まり、お茶を飲んだり、ゲームを

したり、おしゃべりをするスペースです。地域の住民

さんが主体的に運営を行ない、高齢の方の居場所にも

なっております。

介護人材の確保を目指して今年も介護職員初任者研修を行なう予定です！
（旧ホームヘルパー２級課程）

【お問合せ先】総務課　電話・お太助フォン：４２－２９４１

≪昨年度の受講者の声≫

「介護分野に転職した」「待遇が良くなった」

などの声をいただき、成果が出てきています。
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コロナに負けず、変わらぬ支援を届けますコロナに負けず、変わらぬ支援を届けます

介護のかわら版介護のかわら版

♥ 職員募集中 ♥
登録ヘルパーなど、できる時間を活か

して地域福祉に協力してみませんか

詳細は、総務課（４２－２９４１）まで

去年から続く新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、直接触れ合

う機会の多い福祉サービスの利用が難しい状況が続いています。

その様な中でも、皆さんに安心して福祉サービスを利用していただけ

るよう

・３密（密閉・密集・密接）の回避

・毎日の体調管理

・短時間での訪問

・施設、備品等の消毒

　（甲田のデイサービスは入口に検温センサーを用意しています）

・オンラインでの研修参加等

など、対策をとりながらサービスを提供しています。

引き続き、地域の皆さんのより近くに寄り添う支援をさせていただきたいと思いますので、不安や疑

問など、お気軽にご相談ください。

居宅介護支援事業所（本所内）� 0826-47-1133

地域包括支援センター（本所内）� 0826-47-1132

訪問介護吉田事業所（吉田支所内）�0826-42-2929

通所介護事業所（甲田支所内）� 0826-45-5102

＊訪問介護甲田事業所（甲田支所内）��0826-45-7532

＊福祉用具貸与事業所（甲田支所内）�0826-45-7531

＊地域包括支援センター

　（ブランチ）甲田支所内� 0826-45-7530

お問合せ先（＊は電話番号が変わりました）

窓口へ検温センサー設置（甲田支所）

 デイサービス食堂の
各テーブルにアクリル板
　を設置（甲田支所）
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 
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社協だより

令和3年度になり、社協も体制が改まりました。社協だよりもこれまで以上に読みやすい誌面作りを
目指して、工夫をしていきたいと考えていますので、皆さまのご意見ご感想をお寄せください。
＜広報委員会＞　委員長　　浜重　好則　　副委員長　　中森　　誠
　　　　　　　　委　員　　津賀山とし子　　冨田　慶子　　藤井　敏法　　丸山　義捷

編集後記

もっと皆さんの身近な社協へもっと皆さんの身近な社協へ
「皆さんの困りごとにもっと寄り添える社協でありたい」
　その思いから、この4月から相談窓口を更に充実させるため、甲田支所内に地域包括支援セン

ターのブランチを設置し、専用番号で直接相談対応ができる体制になりました。

　※ブランチとは、相談受付拠点です。

「福祉用具貸与事業所が甲田支所に移転しました」
　これまで本所にあった福祉用具貸与事業所が、甲田支所に移転しました。そのため電話番号が

変わりますので、ご注意ください。

　これまで以上に、皆さんが相談しやすい社協を目指しますので、
� お気軽にご相談ください。

甲田支所の各事業所の電話番号が新しくなりました
訪問介護甲田事業所：0826-45-7532
福祉用具貸与事業所：0826-45-7531
地域包括支援センター
　（ブランチ）甲田支所内：0826-45-7530
＊支所代表番号（0826-45-2941）
   通所介護事業所（0826-45-5102）はそのままです

人事異動（令和３年４月１日付）
新　　配　　置 氏　　　名 旧　　配　　置

事務局長兼地域福祉課長 益　田　茂　樹 参事兼事務局長
総務課長兼在宅福祉課長 三　木　由　紀 在宅福祉課長
特命介護推進課長兼訪問介護甲田事業所管理者 篠　田　明　美 訪問介護吉田事業所所長
地域福祉課課長補佐兼福祉のまちづくり係長兼
地域共生推進担当 木　坂　亮　太 地域福祉課長補佐兼福祉のまちづ

くり係長
地域福祉課地域福祉係長兼地域共生推進担当 木　落　功　治 総務課経理係長
居宅介護支援事業所管理者 青　崎　由実子 地域包括支援センター長
地域包括支援センター長 小　田　美　穂 地域福祉課長
地域包括支援センター長補佐兼予防事業所管理者 奥　田　昌　弥 予防事業所管理者
訪問介護吉田事業所所長兼管理者 村　末　尚　栄 所長補佐
訪問介護甲田事業所所長 福　川　由紀子 サービス担当責任者
甲田支所長兼通所介護事業所管理者 新　田　久美子 甲田支所長

退職（令和３年３月31日付）
氏　　　名 旧　　配　　置
柳　川　真須美 地域福祉課地域福祉係長

甲田支所ロビー展示中の福祉用具


